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上地区在住の地域の方々は、常に本校に対して様々な立場より心を寄せてくださり、子

どもたちの教育活動を支援くださっている。今年度４３回目を迎える真鶴岩海岸での遠泳

や土俵に屋根が設置され始まった３５回目を数える相撲大会においては、長年、在校生と

卒業生の保護者をはじめ地域の方々のご支援とご協力をいただきながら続いてきた。また、

上地区すみよいまちづくり推進委員会や上自由学校の皆さまが、子どもたちを地域で見守

ってくださったり、田植えやお茶摘み、ブドウ狩りや落花生・里いもの収穫体験をさせて

くださったりと、本校の教育活動を支えてくださり大変お世話になっている。 

本校は今年度開校１４６年目を迎えるが、平成の時代に入り児童数の減少が始まり、さ

らに新東名高速道路インターチェンジ工事のため、学区の住人が転居するなど平成２４年

の１００名いた児童は、今年度には６６名となり児童数減少への歯止めをかけることが急

務となっている。次年度秦野市では、特認校制度を施行し学区外からも本校に児童が登校

できるよう準備をしている。そのためにも、学校の特色をより広く理解してもらい、子ど

もたちがより輝き通わせたくなる学校づくりを地域と連携しながら進めていくことを考え

ている。 

 
学校・地域の現状と学校支援の具体的な取組予定 

【学校・地域の現状】 

 年間３回：在校生・卒業生保護者と学校内外環境整備（清掃・草刈り） 

 年間２回：PTA親子ふれあい清掃       年間５回：高齢者施設訪問 

 年間５回：運動遊び（園児と１，２年児童）  年間９回：探鳥会(全校３回・各学年１回) 

 年間２６回：かみ放課後子ども教室 

 田植え・収穫体験：米・お茶・ブドウ・落花生・里いも 

 ５月３１日：相撲大会            ６月２７，２８日：４，５年学校キャンプ 

 ７月２０日：真鶴岩海岸遠泳         ８月１７日：上地区納涼大会 

 夏季休業中：上自由学校主催富士登山     ９月１６日：年輪の集い（敬老会） 

 １０月２０日：上公民館祭り・上農協祭り  １０月２４～３１日：学校へ行こう週間 

 １０月２５日：ふれあい給食（上地区の高齢者を招待） 

１１月９日：上小まつり・ふれあい活動・バザー・模擬店 

 ２月２２日：上公民館ひな祭り   未定：ハイエンス神奈川出前授業 

 年度末休業：上自由学校主催薬物乱用防止教室・デイズニーランド 

【学校支援の具体的な取り組み予定】 

 学校を拠点とした地域交流の推進の継続 

 地域（自治会・まちづくり推進委員会・上自由学校）活動への積極的参加・交流の継続 

 基礎学力定着に向けた放課後学習支援事業（５年生対象） 

 安全・安心なコミュニティの構築 等  



 上小学校ならではの特色ある教育活動を目指して 

これまでの行ってきたもの 

１ 豊かな自然の中での自然体験活動 

 ・代掻き、田植え、稲刈り、脱穀 

 ・米、お茶、ブドウ、落花生、里いも、栗などの収穫体験 

 ・四十八瀬川や生き物の里での自然体験 

 ・探鳥会 

２ 体力づくりに向けた活動 

 ・相撲大会       ・真鶴岩海岸での遠泳教室（6年） 

 ・なわとび検定 

 ・運動遊び（園児と低学年） 

３ ICTを活用した授業改善 平成 29年度研究報告  

令和元年 11月 22日（金）研究報告予定 

  今後、力を注ぎたい教育活動 

 １ 学力向上に向けて 

  ・校内での授業改善 

  ・放課後学習支援事業 2学期から業者による学習支援（無償） 

  ・Eライブラリーアドバンス家庭学習サービス 夏季休業中～ 

 ２ 外国語指導  ・外部指導者依頼 企業 or 秦野市   

上小学校特認校化の検討開始 2020 年度の導入めざす タウンニュース：2019 年 4 月 5 日号 

秦野市教育委員会は、２０２０年度からの上小学校「小規模特認校」化をめざし、検討を開始す

る。特認校制度が導入されることで、学校区が撤廃され、市内全域から通うことができるという。 

 上小学校がある上地区では過疎化が進んでおり、入学児童数も年々減少している。市教育委員会

学校教育課によると、同校の全児童数は 63 人（２０１８年５月１日現在）。各学年も１クラスのみ

となっている。 

 同校は地域の防災・コミュニティ拠点となっており、小学校の活性化に向け地域住民から「何か

対策をしてほしい」という要望が出ていた。そこで市では同校の特長を生かした「小規模特認校」制

度の導入について研究を開始。近隣では小田原市や厚木市、大井町などに先進事例があり、こうし

た事例から同校でも導入が可能であると判断したという。 

 上小学校は２０１６・17 年度に秦野市の研究委託を受け、ＩＣＴ教育モデル校として授業を実施。

その後も同校独自でタブレット端末を駆使した授業やプログラミングなど、先進的な授業を行って

いる。このほか周辺環境を生かした教育やすもう大会、遠泳など、特色のある教育を実施。「上小の

緑豊かな自然を生かした特色ある取り組みに、興味を持つ保護者もいるのではないか」と同課では

話す。 


